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昭和５３年１０月１５～２０日、松本広域公園陸卜

競技場で開催された時の最終日に写しだ写真です。

私は中距離の強化コーチとして参加しました。この
写真は中長距離、競歩の選手、コーチのメンバーですｃ

長野｜Ｈ対５１年、対５３年長野国体に向ける強化
に取り組む為に、昭和４８年に本格的に強化部が発足
したことを思い出します。その中で、故高山重之先生

が部長で大変ご苦労されたことを今でも思い出します。
最初に目標は天皇杯、皇后杯の獲得に焦点を合わせて

長野市陸上競技協会副会長寺島大士

果は、天皇杯２位、皇后杯１位で青森国体につぎ２
連勝で戦いは終丁しました。

この写真は、大会終丁後、松本広域公園陸上競技
湯をバックに写した写真です。長い道のりでしたが、
選手、コーチの清々しい顔は、安堵感と満足感に溢
れていたと思います。これを境に、私は会社経営等

が忙しく十分強力できないことを申し訳なく思って
います。今後、できる時は強力していきだいと思っ
ていますので、何卒よろしくお願いします。

行くとの事、これは大変なこ

とだと思い、まだ開催県がこ

れまで毎回のごとく獲得して

きているとの事、何が何でも
目標に向かって進めていくこ

とになりました。

前年度は青森国体で結果を

見て本番にそなえることで、

昭和５１年から本格的な強化
合宿が、長野、松本、富士見
等で数多く開催されました。

５３年本番では、競歩の飯
塚君が１万Ｍで２位に入賞さ
れました。また、中長距離で
も入賞こそ逃しましたが決

勝で成年男子１万Ｍで倉島君、
成年男子3000Ｍ障害で木下亨
君、青年男子5000Ｍで木下春

樹君も健闘された思い出があ

ります。選手とコーチが一団

となって共通目標へ進んだ結
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第５６回長野県縦断駅伝競走2007、
１１，１７－１８中央大学の上野裕一郎

(全佐久）選手が出湯、大会を盛り

上げだ。全佐久初Ｖ、長野市２位、
上伊那３位、１区のスタート前に上
野選手に調子を聞いたら足が痛いと
の事、心配すること無く、区間Time
を３９秒破り、貫禄を見せつけた。
同じく最終日の１１月１８日、東

京では国際女子マラソンスタート。
国立競技場に１位でゴールしだのは、
野□みずき２時間２１分３７秒。大
会新で北京五輪代表を確定的にした。
また、松本市の松本平広域公園陸

上競技場を発着する第１回北信越
中学駅伝では見事長野西部（女子）
が優勝した。県大会の屈辱果だし
選手や監督、関係者の皆様、とて
も嬉しかった事と思います。長野

市陸協会報第19号の原稿をお願い
に出発、業務終３後、外は日が短
く真っ暗である。それでもそれな

りに気持良く引き受けて頂き、只
感々謝の気持で一杯であります。
２００７年も１ケ月、来年も良

き年であります様にお祈り申し上
げます。平成１９年１２月

広報部長若松軍蔵
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題字の"動き''は長野市陸協三代目会長山浦保氏の書で､山浦会長の頃､市陸協会報紙として何号か発行されていました‘

県縦断駅伝雪連覇ならず，
駅伝部監督北島正孝

色応援･激励｡ご支援有難うございました｡感謝致してお
ります。このような中で伊藤会長始め、会員の皆様に良い
報告が出来なかったこと、私も選手もくやしくてなりませ
ん。この結果をしっかり受け止め、反省点（原因）を振り
返り対応していかねばと思っております。
連覇を、と強い気持で望みました。今年の全佐久のメン

バーを見て本気で勝ちにきている、区間オーダーを見て１
日目。２日目共スタートから主導権を握りにきている、レ
ース展開は痛いほど鮮明に読めましだ。崩すには先行させ
ない、慌てさせる、混乱させる展開に持っていけば。勝機
は。今回、上野裕一郎選手、ふる里選手の佐藤選手、佐久
長聖高校４選手出場しているこの大会に優勝しだかつた。
今年の長野市チームは戦力からみて総合力で、と田中駅伝
部長、前島キャプテンと深夜までオーダー編成に没頭しま
した。その後、思わぬ戦力の脱落等でこれしか組めない形
の中でレースに挑みました。壮行会で各先生方から頂いた

庖日護謁震雷零鯖蕊蕊願'識；
－ムにとって通算１０回目の優勝を懸けた大会でもあり、
非常に気の抜けない状況下でのレースとなりましだ。昨年
は、優勝という最高の形で県縦断駅伝を終え、それ以降第
５６回大会も優勝を念頭に当日まで、北島新監督・前島キ
ャプテンを中心にチーム一丸となって練習をしてきました｡
特に社会人選手にとりましては身体の故障や仕事の都合等
によりなかなか練習ができない等様々 なハードルがありま
したが、無事それを乗り越え、選手１人１人が強い気持で
レースに挑みましたｃ

力強い激励、貴重なる言葉を胸に各選手走ってくれました。
この縦断駅伝は中学生、高校生をご指導してくださってい

る指導者の方の力をなくして戦うことは出来ません。今後共
ご協力をお願い申し上げます。特に北信越と重なっている中、
小田切亜希選手を使わせて頂き、感謝しております。次の大
会には、しっかり結果を出し、皆様始め、長野市民の方々 に
良いご報告が出来ますよう努力したいと思います。練習メニ
ューは前島キャプテンが、チームのまとめ役は田中部長が、
しっかりやってくれております。ぜひ来年を期待して下さい。

長野市駅伝部小川健三

２日間を通し、全佐久に圧倒的なリードを広げられる中、
チーム全員の心の中には「赤い樫を絶対につなげたい！」
「僅差の上伊那には勝ちだい」という思いが強く、結果、そ
れが実現し最後まで赤い樫をつなぐことができ、さらには２
位という形でゴール出来たことが大変嬉しく思いました。私
自身、まだ力不足ということを十分に感じた今大会の反省点
を踏まえ、来年は優勝と総合タイムの更新を目指し、走りた
いと思います。最後に、日頃からお力添え頂いている長野市
陸上競技協会の皆様及び応援、ご支援頂いだ皆様に感謝申し
上げ、今後も変わらぬご指導よろしくお願い致します。

長野市駅伝部平田和也

１１月１７，１８日に長野県縦断駅伝が行われ長野市チあきらめないで前のチームを追うことだけを考え走りました‘
ームの選手として参加させていただきました。今回で２回向い風が強くタイムは悪かったのですが、順位を上げること
目の出場で１６区を走りました。ができ、チームの力になれてよかったです。今回いい走りが
今年は２連覇、１０回目の優勝を目指し、１年間練習しできだことで自分自身に自信がついた気がしますし、故障な
てきました。私自身は春に膝を痛め、夏には貧血になったどの苦難を乗り越えていくことにより成長していくというこ
りして十分な練習ができず、思ったような走りができないとを改めて感じましだ。今回このような走りができたのは、
時期もありましだ。それでも大会が近づくにつれ、調子も十分な練習環境を言えてくださることを初めとする多くの方
上がってきだので、手応えを感じながら本番を迎えました。々のご支援があったからだと思います。本当にありがとうご
レースは予想通り序盤から全佐久が飛び出し、それを長ざいましだ。合年は２位でしたが、このI悔しさをバネに来年

野市、上伊那が追いかける展開でした。私の所にタスキがは優勝できるように頑張っていきたいと思いますので、これ
来た時は優勝するには厳しいタイム差でしたが、とにかくからもよろしくお願いします。
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1詞国民徳育夫会唱参加して ,…･･･…．．……･……．．………･…･…･長野吉田高校早川恭平

決勝に望んだ結果、２位という成績を収めることができ
ました。

今回、僕がこのような成績を収められだのも、コーチ
の方々の温かいご指導や長野県の代表として一緒に戦っ

僕は、今年、国民体育大会に初めて参加させていただ

きました。今までインターハイ等、数多くの全国の舞台

を経験させていだだきましだが、今回は県の代表として
試合をするということで、プレッシャーもありました。

ですが、試合が近づくにつれてプレッシ

ャーよりも、早く走りたい、早く勝負し

だいという気持ちが高まっていきました。
秋田の地に入り、自分の高ぶる気持ち

を抑えて調整し、試合の日を迎えましたく

当日の朝は、インターハイと違い、自分

自身の為ではなく、長野県の一員として

県に貢献したい、その一心でしだ。予選
を順調に通過し、気持ちを最高に高めて

だ選手の皆さんのおかげです。そして何より影

で支えてくれだ家族には本当に感謝しています。
今回、国体に参加させていただき、僕自身肌

で感じたことは、次につながる貴重な経験ばか
りでしだ。この経験を生かし、来年、再来年と

自分自身さらに飛躍できるように感謝の気持ち
と謙虚な心を忘れずに、練習により一層打ち込
んでいきたいと思います。

今後ともよろしくお願いします。

夕

題であるからです。中学生期は周りの目が気になる時め、この陸上部が初めて受け持つ部活動であり、さら
期でもあるため、この気持ちの壁が意外と大きかったに陸上に関しては完全な素人でした。そんな私が受け
りするものですが、これっぽっちの壁が乗り越えられ持った当初から指導できるのが唯一「姿勢」の部分で
ない限り、選手として人間として大きな成長は望めましかなかったというのが正直なところです。だだ、顧
せん。声は目標に向かう気持ちを高め、場に活気を与問になってからの３年間、選手たちがそれを理解し、
えます。】乞ったこれだけのことでも積み重ねれば大き貫いてきてくれました。日々 声を張り上げ、目標に向
なことにつながります。先日、北信越中学駅伝で女子かってひたむきに努力を重ねる選手たちの姿は人を惹
チームが優勝しましたが、このチームで３年間徹底しき付け、感動を与えてくれます。陸上ド素人であった
たのもこの「声」でした。（当然声だけではダメです私がこの世界にはまってしまっているのもそんな西部
が、声がなくてはダメです）などと偉そうに言っては中陸上部の選手たちのおかげであるなあ、と感じてい

､_壁だものの､私は初任校として本校に赴任しでき虚ろ苔百あ巌哉陸上部顧問北原祐樹

全国高棲馴侭初出燭⑨週い
,…．．…･………………………………長野東高校玉城良二

濯腰瀞瀧卿芽畠蕊前孫為
昨年の４月、長野東高校で都大路を目指すという志を

もつだ生徒が３名入学をしてきました。クラブ活動自体

がきちんと確立もできていないばかりか、女子長距離部
員は１人もいない状況の中でしだ。
このような状況の中で、勇気ある進路選択をした３名

の生徒は、チームにならないことはわかりながらも、き
っと自分たちの頑張ることが必ず都大路に繋がると信じ

長慧部員腰繍瀧卿篭麗前孫景
になりました。２年越しの目標へのスタート地点に立て

たことで、年度当初より「都大路出湯」がチームの最大
目標として活動をしてきました。

今回、学校関係者、地域の皆様のご支援が大きな力と
なり、県を代表して都大路を走る機会をいただきましだ。
１．２年生の若いチームで、初出場ですが、レースや勝
負に学年、出場回数は関係ないという思いをもち、今ま

で全国大会のだめに積み重ねてきた生活と練習の想いを
いかに、レースの中で表現できるかが大切と思います。

私としては、生まれ育った長野市、陸上競技の原点は
長野市駅伝部にあります。やっと地元の競技の発展に微
力ながら貢献できた喜びと、お世話になった方々への恩

返しのつもりで、生徒と共に１２月２３日、長野東高校
らしい身の丈の駅伝を目指します。

『一

ｋ

て、１日も休まずただひ

たすら練習を続けました。

幸い昨年は他のクラブの
協力を得て、県高校駅伝
史に長野東高校の名前を
刻むことができましたが、
当然とはいえ、結果は５

位で、'悔しい思いをしま
した。

⑮（

長野市陸上競技協会（市陸協）様には毎度ご利用
いただきまして、心より御礼を申し上げます。

市陸協様のお名前をお聞き致します度に、高校生
陸上の春の大会や秋の大会、また新人戦を思い起こ
します。

私共は大正元年より善光寺の近くで、小さな旅館
を営ませていただいて居ります。私も既に７０才を
越え、家業を息子にまかせましたが、現役の頃から
市陸協の皆様方には大変御愛顧をいただいてまいり
ましだ。

当時、現役でいらした小口先生、伊藤先生、高橋
先生方のご活躍は今に語り継がれて居ります。また、
県内各地に赴任され後輩のご指導に力を注がれて居
られる各先生方も各大会ごとに選手の皆様とお越し
いただき、当時の思い出話に花が咲く今日この頃で
ございます。

私共の業界は、オリンピック以後、新幹線・高速
道路の整備等も整い、大変厳しくなっております。

このような中、立派になりました各種競技場の施設

を利用される様々な大会が、今後も盛んに長野市で
開催されますことを深く望んで居ります。最近では、
毎年行われております信濃毎日新聞社主催の長野県

縦断駅伝大会におかれましては、盛大な審判会議が
開かれました。市陸協の皆様方にお会い出来、ご挨
拶ができる良い機会でございました。従業員一同も
大変楽しみにして居ります。私共といたしまして、
皆様の活動をお手伝いさせていだだける数少ない場
と心得て居ります。夜遅くまでのお打合せと、翌日
は早朝より所定の場所へのご移動とご苦労の程をお
察し申し上げます。
この他にも、オリンピック記念マラソン等におか

れましても同様に大会を支える皆様方の情熱を強く
感じさせていただきました。これからも、長野市に
於けるスポーツと交流の中心となってご活動いだだ
けます事をお願いいだしますと共に、市陸協様のま
すますのご発展を御祈念申し上げます。

顧問として、この西部中陸上部について胸を張れる

ことが１つだけあります。それは、どこよりも「声」
の出せるチームであるということです。
陸上部ならば足の速さに胸を張れ、今どき精神論か、

という声が聞こえてきそうですが、挨拶や返事、体操
や応援等の場面で大きな声を出すことは、西部中の陸
上部で最も重要とする土台の部分です。なぜなら「で
きる」「できない」といった能力の問題ではなく、
「やろうとする」か「しないか」といつだ気持ちの問

濃辺三臓
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御宿記念館さんは、長野県縦断駅伝大会の審判員の宿に

なっており、大会前日は、審判会議等で大変お世話になって

きました。会長様を始め、奥様の暖かいおもてなしには大変

感謝しております。長野市陸協の会議を始めとした駅伝のカ

ンパ等にも、毎回ご協力をいだだいております。御宿の益々
のご発展を心より願っております。

御宿記忌館
会長酉剛中学趣I璽埋Ｂ １，

Ｉ

ノ

、
ノ

｢必ず時は来る」今はまだ弱い選手でも、目標をと同じ体格、ま
見据えた練習と生活の努力によって、いくらでも成た、それ以上の
長することが出来るのだと考えさせられることの多選手と戦えたの
い１年だった。で、自信を持つ
今年の春、！Ｈ北信越予選で７位、目標のｌＨでて自分を大きく

戦うことをあと－歩のところで逃がした私は、大き表現できた。
な絶望感を味わった。その時、私は自分の目標が、本来、自分はこ
“だたあるだけ”のものになってしまってi,）たことこに居るべきだ

に気付いだ。すぐ目前にある全国の大舞台を夢のこつだと、思い込
とのように思ってしまい、自分から取りに行こうとんでしまうほど
はしていなかった。凄く後I侮した。うまくいったの
夏の合宿で、自分は選手の中心選手に選ばれ、合だ。

宿の進行を任されだ。その時、はっきりと他の２人チャンスはど
と自分の間に差があることを実感した。全国の舞台こにあるかわか

で大きく活躍している２人に比べ、力はあるのに未らない。自分が行くべき道はしっかりうまくいくよ
だ、結果を残せずにいる自分に強く孤独感を感じたう準備されている。苦しく、悩む時期は誰にだって
が、「絶対抜かしてやるんだ」と自分に決意できたある。Ｉ自分には無理なんじゃないか」と弱音を吐
良い機会になった。＜時だってある。でも、そんな苦しい時期の中には
今秋１０月、自分にとって初の全国大会となる国必ず、強くなれるヒントがある。“本物の勝利”へ

体に出湯できることになっだ。やはり、地元の大会の道は、長い時間をかけて作り出される。それを信
とは格段に、流れる空気が違った。と同時に、自分じて、これからも戦い続けたい。

~~爾一蕊、_濁謬菟塞
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